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第
３
回
「骨
寺
村
荘
園
収
穫
祭
」が
、
11

月
10
日
（日
）若
神
子
亭
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま

し
た
が
、
観
光
客
や
地
元
の
皆
さ
ん
が
た

く
さ
ん
訪
れ
て
く
だ
さ
り
、
活
況
の
イ
ベ

ン
ト
と
と
な
り
ま
し
た
。 

  

正
午
か
ら
行
わ
れ
た
餅
つ
き
の
実
演
に

は
、
訪
れ
た
観
光
客
や
地
元
の
子
供
た
ち

も
飛
び
入
り
参
加
。
つ
き
た
て
の 

柔
ら
か
い
お
餅
に
舌
鼓
を
打
ち
ま 

し
た
。 

  

ま
た
、
米
・カ
ボ
チ
ャ
の
両
研
究 

会
の
試
食
・販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
今 

年
の
新
米
の
お
に
ぎ
り
や
、
南
部 

一
郎
か
ぼ
ち
ゃ
の
素
揚
げ
も
振
舞 

わ
れ
、
公
式
ゆ
る
キ
ャ
ラ
（？
）い
っ 

く
ん
＆
み
な
み
ち
ゃ
ん
も
、
盛
り 

上
げ
に
一
役
買
い
、
笑
顔
笑
顔
の 

楽
し
い
イ
ベ 

ン
ト
と
な
り 

ま
し
た
。 

  

来
年
は
、 

晴
れ
て
く
れ 

る
と
い
い
で 

す
ね
♪ 
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毎
年
、
春
と
秋
の
年
２
回
行
わ
れ
て
い
る
、
荘
園
内
の

土
水
路
整
備
作
業
が
、
今
季
も
１１
月
１６
日
（土
）
、
市

内
建
設
業
者
、
水
道
業
者
お
よ
び
地
元
の
方
々
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

荘
園
の
景
観
保
全
の
た
め
に
も
、
非
常
に
重
要
な
こ

の
取
組
み
。
例
年
は
あ
ま
り
好
天
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
雪

を
頂
い
た
栗
駒
山
を
背
に
、
ス
コ
ッ
プ
、
鎌
、
刈
払
い
機

等
を
駆
使
し
、
班
ご
と
に
割
り
振
り
さ
れ
た
土
水
路
に

分
か
れ
、
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

  

参
加
し
て
頂
い
た
全
員
に
は
、
若
神
子
亭
の
お
母
さ

ん
手
作
り
の
お
弁
当
と
お
茶 

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。 

  

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
お
つ 

か
れ
さ
ま
で
し
た
。 

そ
し
て
、 

あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い 

ま
し
た
。 

 

11
月
１
・
２
日
の
二
日
間
、
健
康
の
森
を
メ

イ
ン
会
場
に
「骨
寺
村
か
ら
平
泉
・東
北
を

考
え
る
」と
い
う
テ
ー
マ
で
「と
う
ほ
く
街
道

会
議
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
日
目
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
本
寺
中

学
校
生
徒
に
よ
る
「鶏
舞
」が
披
露
さ
れ
た

後
、
入
間
田
宣
夫
市
博
物
館
長
の
基
調
講
演

が
行
わ
れ
、
続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
座
談
会
、
交
流
会
と
、 

東
北
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
参
加
者
の
方
々
に
、
こ
こ
骨
寺

村
や
松
尾
芭
蕉
ゆ
か
り
の
道
な
ど
に
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  
二
日
目
に
は
、
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
内
の
探

訪
も
行
わ
れ
、
い
わ
い
の
里
ガ
イ
ド
の
会
が

説
明
を
行
な
う
な
ど
、
内
容
の
濃
い
充
実
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

教
育
委
員
会
主
催
の
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
の

現
地
説
明
会
が
、
梅
木
田
遺
跡
な
ど
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
約
２０
人
が
参
加

し
、
遺
跡
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
今
回
公

開
さ
れ
た
史
跡
は
梅
木
田
遺
跡
と
白
山
社

及
び
駒
形
根
神
社
（厳
美
町
字
中
川
）の
２
地

点
。
梅
木
田
遺
跡
で
は
、
直
径
１
ｍ
も
あ
る
巨

大
な
柱
穴
が
十
数
個
も
確
認
さ
れ
、
大
型
の

掘
立
柱
建
物
と
な
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
本
寺
川
を
挟
ん
で
梅
木
田
遺
跡
と

対
峙
す
る
字
中
川
地
内
の
調
査
地
点
で
は
、

建
物
を
造
る
た
め
に
平
場
を
造
成
し
た
痕

跡
や
、
礎
石
と
思
わ
れ
る
石
材
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。 

参
加
者
か
ら
は
「こ
の
遺
跡
は

絵
図
の
ど
の
建
物
に
あ
た
る
か
」や
「礎
石
は

骨
寺
跡
の
も
の
か
」な
ど
の
質
問
が
あ
り 

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、 

調
査
研
究
が
必
要
と
の 

こ
と
。
今
後
と
も
、
地
域 

の
歴
史
を
活
か
し
た
特 

色
あ
る
地
域
づ
く
り
と 

世
界
遺
産
登
録
の
た
め
、 

調
査
を
進
め
て
い
き
た 

い
と
の
報
告
で
し
た
。 

 

  

11
月
２７
日
（水
）、
国
の
「重
要
文
化

的
景
観
」に
選
定
さ
れ
て
い
る
、
「一
関

本
寺
の
農
村
景
観
」の
重
要
な
要
素
と

な
っ
て
い
る
伝
統
的
な
小
区
画
水
田
の

保
存
活
用
方
針
を
作
定
す
る
た
め
の

第
１
回
目
と
な
る
ワ
ー
キ
ン
グ
（作
業

部
会
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 
 

岩
手
大
学
農
学
部
教
授
広
田
純
一

先
生
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
地
権

者
、
推
進
協
、
関
係
行
政
機
関
を
メ
ン

バ
ー
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
整
理

し
つ
つ
、
今
後
の
進
む
べ
き
道
筋
を
検

討
す
る
作
業
と
な
り
ま
す
。 

 
 

数
回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
を
予
定
し
て

お
り
、
策
定
さ
れ
た
保
全
活
用
方
針

は
、
骨
寺
荘
園
遺
跡
指
導
委
員
会
に
諮

ら
れ
、
未
来
の
骨
寺
村
荘
園
の
姿
に
反

映
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 


